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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第13期
第２四半期
連結累計期間

第13期
第２四半期
連結会計期間

第12期

会計期間

自平成21年
３月１日
至平成21年
８月31日

自平成21年
６月１日
至平成21年
８月31日

自平成20年
３月１日
至平成21年
２月28日

売上高（千円） 19,856,9529,806,51140,051,972

経常利益（千円） 1,569,896759,5082,277,231

四半期（当期）純利益（千円） 681,391 383,857 763,758

純資産額（千円） － 4,360,2845,000,319

総資産額（千円） － 14,211,75513,792,934

１株当たり純資産額（円） － 284.73 294.76

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 43.90 25.06 44.55

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 30.7 36.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,157,802 － 3,049,829

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△388,949 － △1,994,714

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△452,782 － △582,431

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 1,354,5141,038,443

従業員数（人） － 1,444 1,402

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

 

４【従業員の状況】

（１）連結会社の状況

 平成21年８月31日現在

従業員数（人） 1,444(2,470)

  （注）１．従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間平均雇用人員（１日８時間換算）であり

ます。

 ２．臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いています。

（２）提出会社の状況

 平成21年８月31日現在

従業員数（人） 1,422(2,457)

　（注）１．従業員数は、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２．従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期会計期間平均雇用人員（１日８時間換算）でありま

す。

３．臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いています。

　

EDINET提出書類

株式会社クリエイト・レストランツ(E05517)

四半期報告書

 3/24



第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

 (１）仕入実績

　当第２四半期連結会計期間における仕入実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門 仕入高（千円）
期末店舗数(店)

前連結会計年度
末

当第２四半期連結会計期
間末

増減数

レストラン 2,179,398 228 228 －

 北海道地区 38,494 6 6 －

 東北地区 29,703 5 5 －

 関東地区 1,104,865 115 114 △1

 信越地区 16,746 2 2 －

 北陸地区 9,704 1 1 －

 東海地区 235,111 28 30 2

 近畿地区 538,040 45 44 △1

 中国地区 29,354 4 4 －

 四国地区 35,634 4 4 －

 九州地区 141,743 18 18 －

フードコート 512,248 161 162 1

 北海道地区 31,978 12 12 －

 東北地区 21,700 7 8 1

 関東地区 220,290 76 74 △2

 信越地区 2,604 1 1 －

 北陸地区 － － － －

 東海地区 120,652 30 31 1

 近畿地区 92,133 25 26 1

 中国地区 4,396 2 2 －

 四国地区 5,392 2 2 －

 九州地区 13,098 6 6 －

その他 △56,262 － － －

合計 2,635,383 389 390 1
　  （注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．金額は、仕入価格で記載しております。

３．その他は、主に本社一括購入による仕入割戻であります。

４．上記の金額には、他勘定振替高は含まれておりません。
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(２）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門 販売高（千円）

期末店舗数(店)

前連結会計年度

末

当第２四半期連結会計期

間末
増減数

レストラン 7,699,049 228 228 －

 北海道地区 140,726 6 6 －

 東北地区 113,442 5 5 －

 関東地区 3,926,488 115 114 △1

 信越地区 56,856 2 2 －

 北陸地区 34,703 1 1 －

 東海地区 855,848 28 30 2

 近畿地区 1,847,947 45 44 △1

 中国地区 102,026 4 4 －

 四国地区 126,090 4 4 －

 九州地区 494,918 18 18 －

フードコート 2,104,919 161 162 1

 北海道地区 134,406 12 12 －

 東北地区 81,924 7 8 1

 関東地区 909,820 76 74 △2

 信越地区 13,324 1 1 －

 北陸地区 － － － －

 東海地区 485,652 30 31 1

 近畿地区 379,367 25 26 1

 中国地区 18,458 2 2 －

 四国地区 23,804 2 2 －

 九州地区 58,159 6 6 －

その他 2,542 － － －

合計 9,806,511 389 390 1

　  （注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．金額は、販売価格で記載しております。

３．その他は、主に業務受託収入であります。

４．期中に閉鎖した店舗数は、次のとおりであります。

事業部門
期中閉鎖店舗数(店)

前連結会計年度
当第２四半期連結
会計期間

レストラン 23 7

 北海道地区 2 －

 東北地区 1 －

 関東地区 15 4

 東海地区 4 －

 近畿地区 1 3

フードコート 30 6

 北海道地区 1 －

 東北地区 4 －

 関東地区 16 5

 東海地区 8 1

 近畿地区 1 －

合計 53 13
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

 　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況　

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年来の世界的な金融危機の混乱は若干落ち着きを取り戻し、一

部に持ち直しの動きがみられるものの、企業収益の大幅な減少や雇用情勢の悪化等、景気の先行不透明感は強く、依然

として厳しい状況で推移いたしました。　

　外食産業におきましては、消費者の生活防衛意識の高まりによる節約志向が続いており、さらに同業他社の低価格競

争や中食等との競争激化により、厳しい経営環境が続いております。

　こうした環境の中、当社グループは既存店舗のオペレーションの効率化に注力するとともに、厳選立地による成功確

度の高い出店や、業態変更を積極的に行い、レストラン部門6店舗、フードコート6店舗、合計12店舗の新規出店を行い

ました。　

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間における売上高は9,806百万円、営業利益732百万円、経常利益759百万円、四

半期純利益383百万円となりました。

  

（２）キャッシュ・フローの状況　

　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、営業活動によるキャッシュ

・フローが903百万円の資金増、投資活動によるキャッシュ・フローが276百万円の資金減、財務活動によるキャッ

シュ・フローが289百万円の資金減となりました。その結果、当第２四半期連結会計期間末の資金残高は第１四半期

連結会計期間末に比べて336百万円増加し、1,354百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  当第２四半期連結会計期間における営業活動によって得られた資金は903百万円となりました。これは主に、税金

等調整前四半期純利益692百万円、減価償却費335百万円等を計上した一方で、売上債権の増加193百万円等があった

ことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における投資活動によって使用した資金は276百万円となりました。これは主に、固定資

産の取得による支出239百万円及び差入保証金の差入による支出49百万円等があった一方で、差入保証金の回収によ

る収入13百万円があったことによるものであります。

 　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間における財務活動によって使用した資金は289百万円となりました。これは主に、短期借

入金の借入れによる収入200百万円があった一方で、長期借入金の返済による支出463百万円等があったことによる

ものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 
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（４）研究開発活動

　該当事項はありません。 

 

（５）財政状態に関する分析

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、第１四半期会計期間末に比べ491百万円増加し、14,211百万円となりまし

た。これは主に四半期純利益の計上に伴う現金及び預金336百万円、売掛金193百万円の増加等によるものです。負債

についても、未払法人税等332百万円及び短期借入金155百万円の増加等があったことにより9,851百万円となってお

り、結果、純資産は4,360百万円となりました。
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

（２）設備の新設、除却等の計画

前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設等のうち、当第２四半期連結会計期間

に完了したものは、次のとおりであります。

　
会社名

　
地域

　
事業部門

　　
事業所名
（所在地）

　
設備の内
容

　帳簿価額（千円）
　

完了年月
建物及び構
築物　

工具器具備
品

その他　 合計　

提出会社 関東 レストラン

ザ シティ ビュッフェ ラ

クーア

（東京都文京区）

店舗　 119,317　　　14,631　　　25,000158,948　平成21年7月　

（注）１.上記の金額には消費税等は含んでおりません。

２.その他には、差入保証金を含んでおります。

 

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設の計画は、以下のとおりで

あります。 

平成21年８月31日現在

会社名 地域 事業部門
事業所名
（所在地）

設備の内
容

投資予定額（千円）

資金調達方法 着手年月
完成予定年
月

完成
後の
増加
能力
（席）

総額 既支払額

提出会社 近畿　 レストラン
THE PLATINUM

 (大阪市北区）
店舗 176,648 -　

借入金・自己

資金

平成23年

1月　

平成23年

3月　
130　

（注）投資予定額には、差入保証金を含んでおります。

　

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 63,600,000

計 63,600,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年８月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成21年10月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,314,832 15,314,832
東京証券取引所

（マザーズ）
単元株式数100株

計 15,314,832 15,314,832 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年６月１日～

平成21年８月31日 　
－ 15,314,832 － 1,012,212 － 1,224,170
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（５）【大株主の状況】

　 平成21年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内二丁目３番１号　 　6,290,000 41.07　

　株式会社後藤国際商業研究所 東京都港区新橋三丁目10番20号　 4,600,000　 30.04　

　後藤　仁史 東京都渋谷区　 770,600　 5.03　

　岡本　晴彦 東京都港区　 689,300　 4.50　

　川井　潤 東京都世田谷区 150,000　 0.98　

　クリエイト・レストランツ

従業員持株会
東京都渋谷区渋谷二丁目15番１号　 143,100　 0.93　

　岡本　梨紗子 東京都港区　 60,000　 0.39　

　岡本　侑里子 東京都港区　 60,000　 0.39　

　田中　孝和 神奈川県川崎市宮前区　 60,000　 0.39　

　石井　克二 東京都江東区　 50,000　 0.33　

計 － 12,873,000　 84.06　
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　15,314,000 153,140
権利内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式

単元未満株式 普通株式        832 － 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 15,314,832－ －

総株主の議決権 － 153,140 －

  

②【自己株式等】

 該当事項はありません。

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高（円） 649 700 646 610 823 750

最低（円） 485 585 584 538 501 648

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所マザーズにおけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

　なお、当第２四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間

（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表については、改正後の四半期連結財務

諸表規則に基づいて作成しております。 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平

成21年８月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、有限責任監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって監査法人トーマツか

ら名称変更しております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
　　

(平成21年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,354,514 1,038,443

売掛金 ※2
 2,410,831 1,871,633

原材料 150,643 188,036

その他 385,516 401,234

流動資産合計 4,301,505 3,499,346

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,896,720 7,290,845

その他（純額） 170,835 94,872

有形固定資産合計 ※1
 7,067,556

※1
 7,385,718

無形固定資産

のれん 132,611 154,044

その他 46,915 51,562

無形固定資産合計 179,527 205,606

投資その他の資産

差入保証金 ※2
 2,128,191 2,147,108

その他 534,974 555,154

投資その他の資産合計 2,663,166 2,702,262

固定資産合計 9,910,249 10,293,587

資産合計 14,211,755 13,792,934
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
　　

(平成21年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 993,229 790,216

短期借入金 2,089,664 1,608,664

未払法人税等 604,699 729,039

店舗閉鎖損失引当金 98,175 89,173

その他 2,283,839 2,175,313

流動負債合計 6,069,607 5,392,406

固定負債

長期借入金 3,520,004 3,119,336

その他 261,859 280,871

固定負債合計 3,781,863 3,400,207

負債合計 9,851,470 8,792,614

純資産の部

株主資本

資本金 1,012,212 1,012,212

資本剰余金 1,224,170 1,266,670

利益剰余金 2,124,256 2,842,817

自己株式 － △123,729

株主資本合計 4,360,639 4,997,970

少数株主持分 △354 2,349

純資産合計 4,360,284 5,000,319

負債純資産合計 14,211,755 13,792,934
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年８月31日)

売上高 19,856,952

売上原価 5,287,038

売上総利益 14,569,913

販売費及び一般管理費 ※1
 13,038,947

営業利益 1,530,966

営業外収益

協賛金収入 86,549

その他 17,604

営業外収益合計 104,153

営業外費用

支払利息 45,301

支払手数料 16,908

その他 3,013

営業外費用合計 65,223

経常利益 1,569,896

特別損失

減損損失 94,074

店舗閉鎖損失 106,658

店舗閉鎖損失引当金繰入額 81,998

その他 48,824

特別損失合計 331,554

税金等調整前四半期純利益 1,238,341

法人税等 ※2
 559,653

少数株主損失（△） △2,703

四半期純利益 681,391
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

売上高 9,806,511

売上原価 2,594,275

売上総利益 7,212,235

販売費及び一般管理費 ※1
 6,479,767

営業利益 732,468

営業外収益

協賛金収入 42,632

その他 8,775

営業外収益合計 51,408

営業外費用

支払利息 22,543

その他 1,824

営業外費用合計 24,368

経常利益 759,508

特別損失

減損損失 9,111

店舗閉鎖損失 6,402

店舗閉鎖損失引当金繰入額 27,667

その他 24,276

特別損失合計 67,457

税金等調整前四半期純利益 692,050

法人税等 ※2
 309,661

少数株主損失（△） △1,468

四半期純利益 383,857
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,238,341

減価償却費 661,231

減損損失 94,074

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） 9,002

支払利息 45,301

固定資産除却損 48,824

売上債権の増減額（△は増加） △539,198

その他の資産の増減額（△は増加） 78,622

仕入債務の増減額（△は減少） 203,012

その他の負債の増減額（△は減少） 25,808

その他 16,745

小計 1,881,765

利息の受取額 163

利息の支払額 △43,049

法人税等の支払額 △681,076

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,157,802

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △383,381

固定資産の売却による収入 2,668

差入保証金の差入による支出 △114,888

差入保証金の回収による収入 106,652

投資活動によるキャッシュ・フロー △388,949

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 300,000

長期借入れによる収入 1,500,000

長期借入金の返済による支出 △918,332

自己株式の取得による支出 △1,081,294

配当金の支払額 △253,155

財務活動によるキャッシュ・フロー △452,782

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 316,071

現金及び現金同等物の期首残高 1,038,443

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,354,514
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

会計処理基準に関する

事項の変更

重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

（たな卸資産）

　第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９

号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、評価基準について先入先出法による原価

法から先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切り下げの

方法）に変更しております。

　この変更による損益への影響はありません。

 

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

繰延税金資産及び繰延

税金負債の算定方法

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使

用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

税金費用の計算   税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算しております。

  なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年８月31日）

前連結会計年度末
（平成21年２月28日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額

6,167,518千円 

※１．有形固定資産の減価償却累計額

5,849,375千円 

※２．担保資産

　担保に供されている資産で、企業集団の事業の運営に

おいて重要な資産は次のとおりであります。なお、当該

担保提供資産は第１四半期連結会計期間中の資金の借

入に伴い、新たに担保に供されたものであります。 

　　

売掛金 2,319,139千円

差入保証金 2,063,599 

 　合計 4,382,739 

　

              

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

給与     5,233,681千円

賃借料 3,161,618 

※２．法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。 

 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

給与 2,594,714千円

賃借料 1,568,519 

※２．法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年８月31日現在）

現金及び預金勘定 1,354,514千円

現金及び現金同等物 1,354,514　

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至

　平成21年８月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

 株式の種類
当第２四半期

連結会計期間末

 普通株式（株） 15,314,832

２．自己株式の種類及び株式数

該当事項はありません。 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。 

４．配当に関する事項

（１）配当金支払額 

決議 株式の種類

配当金の

総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日
効力

発生日
配当の原資

平成21年５月27日

定時株主総会
普通株式 254,336 15平成21年２月28日平成21年５月28日利益剰余金

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

　　　該当事項はありません。

５．株主資本の金額の著しい変動

（１）自己株式の取得

    当社は、取締役会決議に基づき、平成21年３月１日から平成21年３月31日（約定ベース）に自己株式

1,640,948株を取得し、自己株式が1,064,386千円増加しております。

（２）自己株式の消却

  当社は、取締役会決議に基づき、平成21年４月27日付で1,877,168株の自己株式を消却したことによ

り、自己株式が1,188,115千円、資本剰余金が42,500千円、利益剰余金が1,145,615千円それぞれ減少し

ております。

  上記の結果、当第２四半期連結会計期間末において資本剰余金が1,224,170千円、利益剰余金が

2,124,256千円、自己株式が零円となっております。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成21年３月１日　至　平成21年８月31日）

当社グループは飲食業として、同一セグメントに属するレストランの業態開発と運営を行っており、

当該事業以外に事業の種類がないため、該当事項はありません。

 

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成21年３月１日　至　平成21年８月31日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外店舗がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成21年３月１日　至　平成21年８月31日）

海外売上高がないため、該当事項はありません。

 

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年８月31日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はあり

ません。

 

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年８月31日）

該当事項はありません。

なお、金利スワップ取引を行っておりますが、ヘッジ会計を適用しておりますので注記の対象から

除いております。

 

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）

当社グループはストック・オプションを有しておりませんので、該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年８月31日）

前連結会計年度末
（平成21年２月28日）

１株当たり純資産額 284.73円 １株当たり純資産額 294.76円

２．１株当たり四半期純利益金額

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 43.90円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

１株当たり四半期純利益金額 25.06円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

四半期純利益（千円） 681,391 383,857

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 681,391 383,857

期中平均株式数（株） 15,520,982 15,314,832

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　当第２四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年８月31日）

　　リース取引残高が、前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成　21年　10月　6日

　株式会社クリエイト・レストランツ

　　取　締　役　会　御　中　　　　　

有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　谷　合　　　章　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　高　橋　正　伸　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社クリエイト

・レストランツの平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年６月

１日から平成21年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社クリエイト・レストランツ及び連結子会社の平成21年８月31日

現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半

期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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